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今冬，関東地方では少雨傾向でしたが，ようやく芽起こしの雨が降るようにな
り，春の近さを感じる候となりました．
本誌は年々，投稿論文数が伸び，内容が充実してきていますので，今回はこれを

支えている査読システムについて簡単にご紹介したいと思います．本誌では，1編
の論文の査読を 2名が担当しており，査読者は編集委員 21 名と査読委員 23 名の中
から専門領域(成人言語･認知，小児言語･認知，聴覚，発声発語･摂食嚥下)を考慮
して選定されます．査読者には，公平で建設的な査読ができること，高い専門的知
識と確かな研究技法を身に付けていることが求められますので，論文のピア･レ
ビューを受ける経験を何度も経験し，研究･臨床実績を積まれた方にお願いしてい
ます．査読の観点は，研究の倫理性，知見の新規性，研究方法の適切性，論理の明
瞭性，論文の形式などで，査読項目があらかじめ設定されています．本誌では，査
読者の判定が大幅に分かれた場合，第 3査読者に査読を依頼します．これによって
論文の最終判定の時期が遅れてしまいますが，査読の公平性を保つことを優先して
います．現在，下記の方々に査読委員をお願いしています．
今号には，第 19 回日本言語聴覚学会における石合純夫先生の講演「言語の神経

ネットワーク論と失語症の臨床経過」が掲載されています．近年，言語の脳内基盤
に関する研究は古典的な局在論から神経ネットワーク論へとシフトしてきており，
この論文ではその最新の知見と臨床への適用が明解に解説されており，興味深く読
んでいただけるものと思います．ほかに，第 9回言語聴覚研究優秀論文賞を受賞さ
れた方の随想，シンポジウム「摂食嚥下障害領域における姿勢調整の検証」の講演内
容の論文，拙劣症を呈した症例の報告が掲載されており，言語聴覚障害学の理論･
技術の進歩を実感していただける内容となっています．
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